



















































































3．付加価値ベースの RCA と GVC の関係性についての考察
　ここでは、WIODのデータを用いて、40 か国、35 の産業において、1995 年と 2005 年の付
加価値輸出額を推計し、顕示比較優位指数を算出し、それをGVCの参加指数の度合いとどの
程度相関があるのかを見ていく。
　まず、農業分野については、図 1にあるように 1995 年と 2005 年のいずれの年も決定係数の
数値が小さいため、相関は高くないといえる。その結果、農業分野については、まだグローバ
ル化の動きはほとんどない産業分野と考えられる。








図 2　CA（付加価値ベース）と GVC の相関図（機械類）
（出所）WIOD のデータをもとに筆者推計










4．付加価値ベースの RCA と従来の輸出総額ベースの RCA についての考察
　付加価値ベースで計測したRCA（以下、V-RCA）と、従来の輸出総額で計測したRCA（以
下、E-RCA）とでは、どのくらいの違いがあるのか、以下考察を述べていく。













表 1　農業分野における V-RCA と E-RCA
V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA
1995 0.10 0.02 0.99 0.32 2.76 0.99 1.98 0.25 0.66 0.34 0.60 0.71
2000 0.12 0.06 0.90 0.51 2.14 0.55 2.26 0.37 0.54 0.16 0.52 0.74
2005 0.12 0.05 0.78 0.52 2.15 0.41 1.98 0.45 0.37 0.11 0.57 0.75










表 2　金属加工及び加工金属における V-RCA と E-RCA
V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA
1995 1.47 1.37 0.90 1.42 1.08 2.30 0.23 0.31 1.04 0.75 0.76 0.70
2000 1.47 1.02 0.99 1.85 1.07 1.84 0.25 0.52 1.17 0.58 0.81 0.65
2005 1.63 1.05 0.89 1.81 1.21 1.29 0.28 0.51 1.58 0.49 0.74 0.75










表 3　機械類における V-RCA と E-RCA
V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA V-RCA E-RCA
1995 1.50 1.82 0.56 0.35 0.68 0.28 0.16 0.22 0.76 0.80 0.90 1.13
2000 1.60 1.91 0.72 0.45 0.80 0.44 0.31 0.54 1.00 0.80 1.01 1.27
2005 1.55 1.69 0.64 0.46 0.89 0.68 0.27 0.50 1.18 1.01 0.98 1.25
2010 1.36 1.51 0.66 0.51 1.13 0.80 0.33 0.90 1.35 1.25 1.16 1.30
アメリカ
機械類
日本 カナダ 中国 インドネシア 韓国
（出所）WIOD のデータをもとに筆者算出
　また、金融仲介に関して、表 4を見ると、日本は、E-RCAの数値もV-RCAの数値もとも
に低く、懸念される。金融仲介については、政府が積極的に政策を行なっていくことが必要な
のではないかと考えることができる。それに対して、インドでは、E-RCAは低い数値である
一方、V-RCAでは 1を超えていて、十分に比較優位を持った分野になっている。さらに、イ
ンドではV-RCAの数値が上昇していることから、今後もさらに競争力を高めていくことが推
